
みんなの手で国際協力を :

特定非営利活動法人 アイユーゴー理事長 新田幸夫

ごあいさつ

法人会員、正会員、賛助会員をはじめ、

いつも本会の活動を支援して下さる皆様

目ま、多大なご理解ご協力をいただき、

心よりお礼申し上げます。

2011年 3月 25日に、本会は法人こ

移御 、6月 26日に初めての法人の総
会を開催して、新たな決意で出発を迎える牡 なりました。また、

本年度は本会設立10周年の年であります。これまでご殴
ご協力によるご支援をして下さつた皆様には、米 感謝いたしま

す。

3月 11日の東日本大震災の発生こ際しては、本会役員方々

が、それぞれ地元の活動団鮭 共に現地にて支援活動を行う

てきました。本会はその役員方々の総意によって、徐々に、復

興に向けて協力していきたいと考えています。

この「アイユーゴー 通信第 17号」力ヽ ご支援下さつている皆

様ならびに多くの方々にとって、本会の活動をよリー層ご理解

いただく一助になりましたら幸tヽであります。

貧困撲滅のための国際協力

アイユーゴーは、2001年 10月 15日に「途上国の人と共に」
をモットーに任意のNGO(非政府組織団体)として国際協力活
動を始めました。私たちは、恒常的な、また、生命にかかわる

貧しさから逃れたいと切望する途上国の地域の人たちとともに、
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貧しさを克服すべき方法を考え出し、改善を図つてきました。

貧困の原因は様々でありました。何もすることがないから何もし

ないと口にする者、政府は何もしてくれないとただ不平をもらす

者、このような状況を回復していぐこは、長い時間が必要です。

私たちは、まま その土地で活動する人々と共にいるという気

持ちを、毎日、持ち続することから始めました。その気持ちは、

問題を解決する糸口を共に考え、アイディアを出し、アイディア

を実践する準備を整え、前進していく、という一連の活動に対

するモチベーションを継続してきました。そのために必要なこと

は、「日常的な国際協力」をするという気橘 を持続することで

した。

アイユーゴー主催・「ヨーヒー基金」の参加者に感れ て名前が掲示されま

した。場藤まメーホンソン県パンマパー部です。コーヒーは 280勉、約

214,000本を植厠れました。

百常的な国際協力

アイユーゴーの国際協力は、特別なものではなく、日常的な
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ものであると考えています。この地球上で一緒に争 生きてい

るという意味で、常に「ともにいる」状況になれるといい、と考え

続ナています。仲間として、コしヽこ助け合える精神ではないか

と考えます。

<有機栽培の説明会の開催を待つ住民と会場内で説朋を聞く住民>

(マダガスカルにて)

途上国の人が「いつまで協力してくれるのか」と言うのを印こ

すると、この人たちはすでに「援助なれしているのではないか」

と言われよう。村の中には、本会からのプロジェクHこ参加し一

所懸翻坤Kもの、仕事を与えられて嫌がるもの、他人がは も

のをじつと見ているだけのもの、いろいろな人力ヽ まヽす。先進国

の人からすれ|よ「貧しい人は生産しなくて、ただひたすら消費

しているだけでまないか」と考える人もいるようです。しかし、私

たちと共に、貧幌 目搾してがん|ずろうとする馳 人にと

つて、私たちと共にいることは大きな励ま畦 なつています。

私たちは、それぞれの地域の貧困を撲滅するためには、その

地域にあつた新しいものを創成することにし、テーマ掲ザて、村

人を一体化して、取り組ん撻 ました。

貧しい現獣を打開するために、アイユーゴーが最も大切な活

動と考えたことは、保護を求めてきた人を救済するための場所

を建設することでした。それが貧困撲滅のための現地の活動拠

点となり、彼らにとつての学びの場所となるからです。それ力ヽ

農業支援センターであります。続いて、宿舎、試験場k井戸、タ

ンク、パイプア ン、グリーンハウスなどのウオーターシステムを

整備してきました。さらに、職業訓練所や基礎教育のための小

学校と図書館な盪 建設して、人材育成のための教育環境を

整えてきました。

2010年度事‐業報告暉決‐算報告
2010… 平成22年 4月 1日～平成23年 3月 31日 )

(1)教育支援カ ジェクト

(1)ラオス中音冒こおけるJ… よび鋼 布
‐
<国際琳ランティア貯墟丼訪ヽゆ ご寄附>(1総額:5,343,389円)

老朽化が進んだ教室で授業をすこ とが困難 なり、雨が降る時

は、村長宅か寺で授業をせざるを得ない。教師雛 ちは他較の

子供たちとの格差が出ているとの危興を抱きつつも校舎を建設す

る資金がなく、支援するこ星二しました。

(Ⅱ )べけ ムにおける¨ ための月申

<2011年虜こ申請予定>
(Ⅲ )ラオス中西音口こお1掲図書館建設

<ひろしま・考れの石国際教育交流財団様からの助成金>
(総額:1,925,023円 )

劣悪な教裁 、長い雨期体lⅨ 7,8,9月 )という状況の中で子

供たちの自発的な向上心を高め、世界観を広めることを目的に、

図書詢蒻針詔実しました。

(Ⅳ)ガスカルにおける職辞剰1艤調穫綸贅 <現興之調 中>
(2)農業地域開発カ ジェクト

(1)タイ少数民族のための農産物貯蔵庫建設

<国聯 ンティア貯金様かり ご寄附>G桜損:2,530,228円 )

パーンマパ■郡の農業情報センター長のソムヨッツ氏が少数民

族の村を巡回し、コーヒーなどの植嗽ならびに有機濃法の実施

指導を行つてきました。しかし、収穫したものを集約的に管理す

るには資金がないため、動 管理 胡 Llこ向けた対策と

して、貯蔵庫を建設しました。現在、少数民族の経済的自立支

批 森林保全活動を継続して行つています。

(■ )べけ ム隷 情報支援センターにおける少数民族のための

ノヽ ′ロッh77-ム建設(フェンス調
<国際ボランテイア財栓捕助 らヽのご割附>G催債:2,025,202円 )

現場よ、2009年自こ農業支批 ンターとグト ンハウスを建設

した敷地の周辺をフェンスで囲み、牛・豚などの家畜類が侵入し

ないようこして、現地の少数民族に農業を嚇 するパイロッ

トファームを建造しました。

蜘 脚 ユ 助 テーマ 掛 嚇

タイ 2001年 メーホンソン県 藤 イ朧 コーヒー(21訥

ラオス 2002年 サバナケ‐ 県 籠勁華的自立之

約 榔

ゴム(2フラ村

べけ ム 2003年 ラムシ 県

…自立彗宕髪

コーヒー 野菜頚

マダガスカル 2007年 アンタナナリボ

州

識 青年への

嶼

バイナッカレ

(20万莉

<小学校建設に協力する村人>(ラオスにて)



17号

(Ⅲ )マダガスカルの環境保全のための植嚇と農業支援

<匡鴨幹ランティア貯金様かり ご寄附>(総額:3,461,951円 )

<(1)コンポスЮ 構造を現場で指導するソムヨッツ氏(タイ)、 (2)

防火帯造設・植栽・管理を指導する柴田専門家岡山県)、 (3)パ

イナッ1カレ販売のために若者たちわ 打ち合わせ>
ソアナベラ区の農民1,300人に、パイナップル、シナモンの苗

本を供給し、有機栽培の専門家こよる現場指導を行tヽました。

パイナップルはマダガスカルの市場で販売され、シナモンはオイ

ルを抽出し薬品に加工します。このたびよ タイの有機農法の専

門家ソムヨッツ氏を現地に派遣し、現場で実施指導を行tヽまし

た。

*会費収入 :会員 一口12000円、賛助会員 ―口卸∞円、法人正

会員 ―口12m円、法人賛助会員 一日3)0∞円
*寄付金収入 :国際ボランテ・r7貯金 [マダガスカル 有機栽培農法

の指導の実施(¥3135,830タイ

ー

建設

(¥2119gOラオス 小学校の増集及び教材の配寮科,575αDベ
トナム 農業情報支援センタ¬の設備増築及び有機農法指導

餡 ,7Ю ,670助成金収入:却FJ[珊師 ヨα500gD

ァイューゴ‐理事紹介 アイユーゴーとの出会い

特定非営利活動法人アイユーゴー理事 森川 嘉夫氏
私は大阪府立大学で

40年間、教育と研究に

従事し、停年退職後、

近畿大学生物理工学部

で7年間、非常勤講師と

して生物学の講義を担

当し、現在は看護専門

学校で非常勤講師をし

ております。近畿大学へ非常勤鰍 して出向いた初日に、

講師控室で同じ講師として出会つた最初の人が新田幸夫ア

イユーゴー理事長です。

大阪府笠大抑 教育と研究ですべ 教育
―

中

のもつとも基礎的な科目である獣医解割学を担当し、研究ま

ラッ|せいう実験働物を用いて母親の体内にいた胎子が生ま

れて新生子こなる時期に体の中でどのような変化が証 る

のかということを光学顕微鏡や電子顕微鏡を使つて調べ、興

味ある結果を得%こと力渡きました。私が研壕 なつてはじ

めての研究論文力ヽ Natureという剪国の制 誌に掲難

れた時ま大変うれしかつたです。

私がアイユーゴーの会員になつたきつかすは、岬

後に何らかの社会貢献を考えていた矢先に、新田理事長か

らアイユーゴーのことをお聞きし、その活動内容に関心をも

ったことです。私自身、獣医師免許1まあるものの基礎の研究

をしてきたため、動物の病節 診断や治療れ つヽた臨床面で

途上国の人々の社会に貢鮭 るかどうか疑間です。しかし、

私の知識と経験がアイユーゴーのグローバルな活動に少し

でも御こ立てばと思い、今のところは時間が許せ|よ 泉南郡

熊取町こあるアイユーゴー事務局こ出力ヽすて新田理毅
二緒に輔 局の仕事をしております。

17012,741

(3)神戸大学大学院保健学研鼎 の共同事業

保健医勲 社会福祉の合同セミナー(アイユーゴー通信第16号)

<三菱」FJ国際財団様かり 助成金>(総額:679,772円 )

(4)日本の国際協力事業へのアル イヾザーとしての参画

津山国際交流の会との共同カ ジェクト

「ベトナム・ダクラク省クロンノ君6(Xa Krong No)

レンクッラック鮨enヱυン旋 l峙靖嬢誦惣

"難
藝錦知事業への

参画<(特瀞津山国際交流の会>
(5)自主事業(ワークキャンプ)

本会0事 業現場で、ミk文 化・技術の交換を通した交流
(I)べけ ムの農業センターにおいて食育文化交流

<レイユーゴー 通信第16号』参照>
(Ⅱ )タイメ賠p少数民鰤 文化交流   来年度へ継続
(Ⅲ )保健康 社会麟 離 ミナー

<『アイユーゴー 通信第16号』参照>
(Ⅳ)マダガスカルの農業支援      来年度へ変更

2010奪募

"烙

む尺算(平成22年 4月 1日～平成23年 3月 31日 )

科  目 決算額 (単位 円)

11劉動よ |191帥50

2F萄寄金収入 125301106

|■|1助成金収入 50Q000

■ 義 |■6786“

,製略 一〇

1011黎畿|
'マ

35335

17.、、 . 174635

.I軸 ‐「 0

収入合計(A) 17037.376

1-|

111繊| 9808:3170

‐́
|1中疇1尊華華|| 52Q393

年卿眩
～
麟 | 8‐711464

■え

"1議
素轟羹軒| 3501080

511事前躍裁



(4)第 17号 (特非)アイユー ゴー涌信 平成 23年 12月 吉 日

参加者 大島えみ

アイユーゴーの活動に参加し―て

私は、今回アイユーゴーの人たち

と一緒にタイに行かせてもらいました。

アイユーゴーでは、色んな所でコー

ヒーの苗を植えたり、トウモロコシなど

を作つていると聞き、メホーソンに植

えてあるトウモロコシやコーヒーを見

させてもらいました。

私は、コーヒーが何でできているか

まつたく分からなかつたの‐ ってもいい勉強になりました。

コーヒーは、あまりiコ射日光のあたる所では、育ちにくいらしく

自然の樹木の間に植えてありました。けれどトウモロコシは、本

があると逆に育ちにくく枯れてしまうので、木を切つて育ててい

るらしいです。コーヒーはトウモロコシと比べて、自然の樹木を切

らなくて栽培褒 るの■ コーヒーを作るのはとても良いと聞き、

そんなことまで考えていてすごいなと感じました。

チェンマイでは、現地スタッフの和田さんからタイの交通妻1青

のことを聞き、私のタイのイメージは、みんなが笑顔で優しい人

たちと感じていました力ヽ マナーカせても惑 悲惨な交通ルール

の現状をお聞きし、すこしイメージが変わりました。日本では事

故を起 すと、被害者に対しとても大きな賠償責任が課せられ

ます。けれどタイでは日本ほど大きな責任が無いとお聞きし、

私はこれを聞いて正直 日本に産まれて良 かつたと思いまし

た。またこの問題|まタイ趙すではないと言つていたのにも驚きま

した。

今回タイにイ予彗いろんなことを体験し、いろんな話を聞き、と

っても良い経験こなり、そして勉強こもなりました。また機会が

あつたら、タイに行きいろんなことを体験しもっとタイの事を知り

たいと思いました。

現地の人たちと協働するための募全について
これまつ 様々な活動こ対して、生活環境の改善、農村開

発に伴い、その充実と同時に、これからは村人の自立への具

体的な指導及び支援が必要となります。

1)タイ・メーホンソン県パンマパー地区 60万円
タイ、メーホンソン県パンマパーの人たちはコーヒーが商品

となる過程を知りません。そのために隣のチェンライ県の村

で行つているコーヒーエ場の簾 リユ とヽ考えています。

2)マダガスカル・アンタナナリボ州20万円(1碁 :計12基
マダガスカルでは、飲み水に不足し、住民の健康状態がよ

くありません。共同の井戸さえあれ|よ という願いを毎年のよ

うに掲ザています。友人とまたグループでお小遣いを出し合

つて、自分たちの井戸を寄贈しませんか。井戸にグループ名

を伸すてマダガスカルの人たちと力自こなりましょう。

アイユーゴーは地球上の人たちと共こ

アイユーゴーは、日本人の一人一人の手で、海外の人た

ちと手を組み、地球上にある貧しさを一つ一つ解消する努力

をして、地球上の人たちとの友好を深めていくチャンスでは

ないかと思います。世界の様々な問題が噴出しつつ、経済

的にも、政治的にも、私たちの生濁こ徐々に差し迫つてくるも

のを感じます。こういうときこそ、地球上の人たちと共にできる

ことをしていきたいと考えます。

アイユーゴー 概要

団 体 名特定非営利活動法人 アイユーゴー

設 立 2001年 10月 15日
団体資格 特定非営利活動法人(2011年取得)

資産総額 釜Ю円

事業目的 この法人は支援を蛾 している途上国において、

我々がわ ている知識や樹私 組鰯を提供し、自

立を目指す様々な現地で活動贅デたとにより、そ

の地の自然ミ社会、歴史、文化を尊重し、人と人の

交わりを通して相互理解を深め、草の根の友最

親善イこ努めることを目的とする。

会 員  正 会 員48名  賛助会員 34名
大阪府泉南郡熊取町小垣内 1-10-18
タイ、ラオス、ベトナム、マダガスカル、日本

|     【感 謝  |    |  |
‐侍錨舌)アイユ■ゴー通信を畔部 たヽだき、訪こおカセうこ乱 まヽす。私

たちよ自らの知識・輸 =経験凄封却畔謗乾姜いてt協力をは する人

たちの自立を目指した開発援助を避 て、その地の文化を尊華轄葬し、草

の根の友好親畿 、自らの人間としての価値を高めることを目的と味 難

所

地

務

業

事

事

タイの道路の状況 隋 ている古着の寄贈

ます。皆様のご参加・ご協力を心からお待もしてお憶 す。

親子つ ツーショ沢 左 大島理事)


